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 第二期宮城県ニホンザル保護管理計画（平成 19 年 3 月 14 日策定）（以下「保護管理計画」という。）に

基づく，平成 21 年度の宮城県ニホンザル保護管理事業実施計画（以下「実施計画」という。）を次のとお

り定める。 

 
１ 保護管理事業実施区域 

  仙台市，白石市，大崎市（旧：松山町，鹿島台町），七ヶ宿町，川崎町，丸森町，加美町   
（面積 3,133ｋ㎡）  
 
２ 生息の状況  

 「平成 20 年度宮城県ニホンザル保護管理事業委託業務完了報告書」によれば，県内の保護管理事
業実施区域市町には，ニホンザルの群れは 29 群（他に未定着 1 群），約 1,400 頭と金華山を除く県内
各地に通称ハナレザルが約 400 頭生息しているとされている。  
 
各市町の実施計画書における生息状況は次表のとおりである。  

 
市町名 群れの名称 個体数 生  息  の  状  況 

仙台市  奥新川 A1 群  
奥新川 A1 群  

 
評価：ＷＦ  

 
 
 
 
福岡の群れ  

 
    評価：ＷＦ  
 
 
奥新川 A2 群  
 

評価：ＷＦ  
 
 
 
奥新川 B1 群  
 

評価： (Ｃ ) 
 
 
 
 
奥新川 B2 群  
 
評価 (Ｅ～Ｆ ) 

 
 
 
 
 
 
 

42 頭

9 頭

9 頭

45 頭

7 頭

奥新川 A1 群及び福岡の群れに群れの分裂を確認  
【遊動域】  
作並，新川，熊ヶ根，大手門，白沢，赤生木，大原，下倉，

苦地  
【群れの特徴】  
・個体数減少による遊動域の縮小。  
・遊動域内の同一地域への長期滞在化。  
・農地への依存が高く，人慣れが進み生活被害が継続発生。  
【遊動域】  
・福岡，朴沢，西田中  
【群れの特徴】  
・遊動域内の同一地域への長期滞在化。  
・農地への依存が高く，人慣れが進み生活被害も継続発生。  
【遊動域】  
熊ヶ根，大原，白沢，折葉，赤生木，大針，倉内，ニ岩，

苦地，大堀  
【群れの特徴】  
・個体数減少による遊動域の縮小，同一地域への長期滞在化。

・農地への依存が高く，人慣れが進み生活被害が継続発生。  
【遊動域】  
 奥新川，作並温泉，宿，八ツ森駅，エバーグリーン新川，

仙台ハイランド，岩谷堂  
【群れの特徴】  
・下流域へ遊動域を拡大しつつある。  
・人慣れした群れ外オスによる生活被害の発生。  
・農地への依存が危惧される。  
【遊動域】  
・初ノ小屋，新川分校周辺，エバーグリーン新川，戸崎，仙

台ハイランド，佐手山，田子，岩谷堂，日影  
【群れの特徴】  
・下流域へ流動域を拡大しつつある。  
・遊動域内の同一地域への長期滞在化。  
・農地への依存が危惧される。  
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市町名 群れの名称 個体数 生  息  の  状  況 

秋保大滝Ａ群  
 

評価：ＷＦ  
 
 
 
秋保大滝Ｂ群  
 

評価：ＷＦ  
 
 
 
定義の群れ  
 

評価：Ｂ  
 
 
二口の群れ  
 
評価：Ｄ～Ｅ  

 
 
 
高倉山の群れ  
 
  評価：Ｅ～Ｆ  
 
 
 
 
 
 
関山峠の群れ  
 

評価：Ｃ  
 
 

群れ外オス  

44 頭

6 頭

42 頭

90 頭

100 頭

50 頭

124 頭

【遊動域】  
 深野，野口，駅，賀澤，大原，竹ノ内，舘山原，国久，戸

崎，石神  
【群れの特徴】  
・遊動域内の同一地域への長期滞在化。  
・農地への依存が高く，人慣れが進み生活被害が継続発生。  
【遊動域】  
 秋保大滝周辺，養魚場周辺，森安，竹林，野口，滝原  
【群れの特徴】  
・個体数減少による遊動域の縮小。  
・遊動域内の同一地域への長期滞在化。  
・農地への依存が高く，人慣れが進み生活被害が継続発生。  
【遊動域】  
・十里平，屋敷平，定義，矢籠，日向，白木  
【群れの特徴】  
・下流域へ遊動域を拡大しつつある。  
・人慣れした群れ外オスによる生活被害が発生。  
【遊動域】  
・名取川上流域，大行沢，秋保ビジターセンター周辺，宍戸

沢，野尻  
【群れの特徴】  
・遊動域の縮小による下流域での被害減少。  
・人馴れした群れ外オスによる生活被害が発生。  
【遊動域】  
 高倉山，穴戸沢上流域，秋保大滝～新川間の林道，森安～

山口の北側山間部，仙台ハイランドゴルフ場～レース場，

初ノ小屋  
【群れの特徴】  
・下流域へ流動域を拡大しつつある。  
・群れとしての個体数維持が限界に近い状態と推測され，群

れの分裂の恐れがある。  
・農地への依存が危惧される。  
【遊動域】  
 関山峠，作並温泉，宿  
【群れの特徴】  
・遊動域の縮小による下流域での被害減少。  
・人馴れした群れ外オスによる生活被害の継続発生。  
 

白石市  戸沢の群れ  
 
評価：Ｅ～Ｆ  

 
猿鼻の群れ  
 
評価：Ｅ～Ｆ  

 
 
 
 

 
 

80 頭

50 頭

【遊動域】  
 小原南部地域  
【群れの特徴】  
・農作物被害及び人馴れも進行して人身被害の恐れもある。  
【遊動域】  
 小原北部，川原子，越河，斎川，大平地域  
【群れの特徴】  
・農作物被害及び人馴れも進行して人身被害の恐れもある。  
・遊動域が小原地区から川原子，超河，斎川，大平地区に拡

大しているが，詳細は明らかではない。今後，更に東方向

への進出により被害が拡大する恐れがある。  
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市町名 群れの名称 個体数 生  息  の  状  況 

江志前の群れ  
 
 評価：Ｅ～Ｆ  
 

40 頭 【遊動域】  
 小原中部地域  
【群れの特徴】  
・農作物被害及び人馴れも進行して人身被害の恐れもある。  
・今後，被害が拡大する恐れがある。  

大崎市  鳴瀬右岸群  
鳴瀬右岸群Ａ 
鳴瀬右岸群Ｂ 

 
 評価：ＷＦ  

60 頭 【遊動域】  
 松山・鹿島台地域の丘陵地帯。  
【群れの特徴】  
・仙台市の奥新川Ａ群から分裂し H14.7 に移動してきた群れ。
・農作物への依存度が高く，人馴れも進んでおり人身被害の  
恐れもでている。  

・地理的条件から追い上げ適地がなく，人とサルとの良好な

関係を構築することは難しい。  
・3 頭の捕獲を実施しているが，子ザルの目撃情報もあり減少
傾向にあるとは言い難い状況である。  

七ヶ宿町 Ａ群  
評価：Ｅ～Ｆ  

Ｂ群  
評価：Ｅ～Ｆ  

Ｃ群  
評価：Ｅ～Ｆ  

Ｄ群  
評価：Ｅ～Ｆ  

Ｅ群  
評価：Ｅ～Ｆ  

Ｆ群  
評価：Ｅ  

Ｇ群  
評価：Ｅ～Ｆ  

63 頭

48 頭

78 頭

62 頭

81 頭

42 頭

39 頭

【遊動域】  
 峠田，滑津  
【遊動域】  
 滑津，関  
【遊動域】  
 干蒲，湯原，峠田，山形県上山  
【遊動域】  
 湯原  
【遊動域】  
 湯原，稲子  
【遊動域】  
 関，横川，長老  
【遊動域】  
 湯原，峠田  
【特徴】  
・ハナレオスによる被害発生  
・遊動域が拡大傾向  

川崎町  笹谷峠の群れ  
 

評価：Ｅ  
 
太郎川の群れ  
 

評価Ｃ～Ｄ  

70 頭

40 頭

【遊動域】  
 笹谷，古関，腹帯，青根  
【群れの特徴】  
・遊動域が拡大傾向。  

【遊動域】  
柳生川，高欠，原，栃原，下田  

【群れの特徴】  
・遊動域が拡大傾向。  

丸森町  (原町個体群 ) 
耕野の群れ  
評価：Ｅ～Ｆ  

 
 
青葉の群れ１  
青葉の群れ２  
評価：Ｅ～Ｆ  

 
 
 

30 頭

100 頭
30 頭

 
【遊動域】  
 大張，耕野地区  
【群れの特徴】  
・発信機等の装着により遊動域等を把握する準備が整った。  
【遊動域】  
大内南部地域  

【群れの特徴】  
・福島県新地町と丸森町を行き来している可能性大。  
・花火は効果が期待できない。  
・発信機等の装着より遊動域等を把握する準備が整った。  
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市町名 群れの名称 個体数 生  息  の  状  況 

不明群【大内東

部の群れ】  
30 頭 【遊動域】  

 大内東部・小斎地域  
【群れの特徴】  
・福島県新地町と丸森町を行き来している可能性大。  
・発信機等は未装着につき具体的な遊動域等は不明  

加美町  小野田Ａ群  
小野田Ｂ群  
 
評価：Ａ～Ｃ  

 
 
宮崎の群れ  
 

評価：Ｄ  

50 頭

50 頭

【遊動域】  
 漆沢，門沢，芋沢(水芋 )，小瀬  
【群れの特徴】  
・人慣れが進み民家に侵入する個体も出てきたため，人身被

害が危惧される。  
・農作物被害が拡大傾向。  
【遊動域】  
 寒風沢，三ケ内，北永志田，湯の倉，大森，切込，西川北，

坂下，麓，東川北，北川内，柳沢  
【群れの特徴】  
・民家の軒先に現れるなど人慣れが進み威嚇行為も見られ，

人身被害が危惧される。  
・多頭数で出現するため農作物被害が拡大。  

 

３ 被害状況 

（平成 20 年度）  
市町名 被害金額（千円） 被   害   内   容 

仙 台 市  (青葉区 169) 
(太白区 169) 
(泉区   不明 ) 

 
  合 計  338 

奥新川 A1 群，奥新川 A2 群，奥新川 B1 群，奥新川 B2 群，高
倉山の群れ，定義の群れ，関山の群れ  
  農作物：野菜，水稲ほか  
  その他：民家敷地内や住居へ侵入し，人間を威嚇するなど

の生活被害も発生  
秋保大滝Ａ群，秋保大滝Ｂ群，高倉山の群れ  
  農作物：野菜，水稲ほか  

その他：民家敷地内や住居へ侵入し，人間を威嚇するなど

の生活被害も発生  
福岡の群れ  
  農作物：シイタケほか  

その他：民家敷地内や住居へ侵入し，人間を威嚇するなど

の生活被害も発生  
白 石 市  （小原南部     248）  

（小原北部     420）  
（小原中部     162）  
     合  計    830 
 

戸沢の群れ  
  農作物：果樹，野菜，水稲等  
猿鼻の群れ  
  農作物：柿，野菜，馬鈴薯，水稲等  
江志前の群れ  
  農作物：柿，野菜等  

大 崎 市  (松山地域      157) 
(鹿島台地域    273) 

 
合  計     430 

鳴瀬川右岸群  
松山地域  
 農作物：野菜全般，ビニールハウス  
鹿島台地域  
 農作物：野菜全般  

七ヶ宿町 3,920 Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ群  
  農作物：全般  

川 崎 町  23 笹谷峠の群れ，太郎川の群れ  
  農作物：全般  
 



 - 5 -

丸 森 町  把握できていない  耕野の群れ，青葉の群れ１・２，不明群（大内東部の群れ）  
  農作物：野菜全般，果樹等  

加 美 町  1,100 小野田Ａ群，小野田Ｂ群  
  農作物：シイタケ，野菜全般，果樹  
宮崎の群れ  
  農作物：シイタケ，野菜全般，果樹，水稲  

合  計  6,641  
 

４ 保護管理の目標 

 
 ○ 仙台市 

長期目標：ニホンザルの野生の尊厳を守るため，人とサルが互いに一定の距離を保ちながら，緊張関

係を維持していけるような状況を構築する。  
中期目標：奥羽山脈の主稜方向への群れの追い上げを実施するとともに，追い上げを行う地域の多様

な自然植生の保全や農地及び里山周辺の森林管理を図る。  
農作物・生活被害を頻繁に引き起こし，人馴れも進んでいる群れと群れ外オスに対しては，

必要最小限の捕獲等を含めた総合的な対策を検討し，実施する。  
短期目標：農作物や生活被害の軽減と解消のため，最も評価の低い群れ（ＷＦレベル）や群れ外オス

（Ｅ～Ｆレベル）に対しては，専門家の指導のもと多頭捕獲を含めた効果的な対策を実施

するとともに，継続的なモニタリングを行うことにより群れの状況を把握しながら，対策

の効果を検証する。  
『群れへの対策』  
群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

奥新川 A1 群  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び捕獲の実施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  
・ 電 気 柵 の 設 置 ( 累 計

117,680 ㎡：奥新川 A2
群と共通 ) 

 

・個体数減少による

遊動域の縮小  
・遊動域内の同一地

域への長期滞在化

・農地への依存が高

く，人馴れが進み

生活被害も継続し

て発生  
・箱わなによる多頭

捕獲の通年実施  
・生息頭数及び遊動

域調査  
・電波発信機の設置

 3 基  
・加害個体の捕獲  
 10 頭  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

恒常化  
・自主防除への関心の低

下 (あきらめ意識が高
い )  

・狩猟用ベスト，銃器，

パトロール車両への過

敏な反応により，群れ

に近づくことが難しく

なってきた  
・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・奥山の群れの存在

による追い上げの

限界  
・警戒心が強くなり，

追い上げ・捕獲の

障害となる断崖や

急流へ避難する傾

向にあり対応に苦

慮  
・特定地域での生活

被害の増大に伴う

人身被害の恐れ  
・箱わなに対する慣

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・毎年作付け場所が変更

になる集団転作大豆の

被害防除対策の限界  
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れによる捕獲数の

減少  
対 策  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・銃器のよる追い上げ及

び捕獲の継続実施  
・個体数削減のための箱

わなの設置  
・定期被害パトロールの

実施  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対策の効果についての

定期的な検証  

・加害個体の多頭捕

獲  
・人馴れした群れ外

オスの捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発

 

奥新川 A1 群  
 ↓分裂  
福岡の群れ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  
 

・遊動域内の同一地

域への長期滞在化

・農地への依存が高

く，人馴れが進み

生活被害も継続し

て発生  
・箱わなによる多頭

捕獲の実施  
・生息頭数及び遊動

域調査  
・電波発信機の設置

 1 基  
・加害個体の捕獲  
 3 頭  

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

恒常化  
 

・特定地域での生活

被害の増大に伴う

人身被害の恐れ  
・箱わなに対する慣

れによる捕獲数の

減少  

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・サル対策に関する地域

への広報が始まったば

かりで自主防除対策が

進んでいない  
・毎年作付け場所が変更

になる集団転作大豆の

被害防除対策の限界  
対 策  
 
 
 
 
 
 

・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・銃器を使用した追い上

げによる捕獲の実施  
・個体数削減のための箱

わなの設置  

・被害軽減及び群れ

の 拡 大 を 防 ぐ た

め，試験的に全頭

捕獲を検討  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

 
 
 
 
 
 
 
 

・定期被害パトロールの

実施  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対策の効果についての

定期的な検証  

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発

・サルの生息状況や自主

防除の必要性，具体的

な対策についての周知

及び説明  
奥新川 A2 群  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び捕獲の実施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  
・ 電 気 柵 の 設 置 ( 累 計

117,680 ㎡：奥新川 A1
群と共通 ) 

 
 

・個体数減少による

遊動域の縮小  
・遊動域内の同一地

域への長期滞在化

・農地への依存が高

く，人馴れが進み

生活被害も継続し

て発生  
・箱わなによる多頭

捕獲の通年実施  
・生息頭数及び遊動

域調査  
・電波発信機設置  
 2 基  
・加害個体の捕獲  
 1 頭  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・柿もぎボランティア事

業の実施  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

恒常化  
・自主防除への関心の低

下 (あきらめ意識が高
い )  

・狩猟用ベスト，銃器，

パトロール車両への過

敏な反応により，群れ

に近づくことが難しく

なってきた  
・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・奥山の群れの存在

による追い上げの

限界  
・警戒心が強くなり，

追い上げ・捕獲の

障害となる断崖や

急流へ避難する傾

向にあり対応に苦

慮  
・特定地域での生活

被害の増大に伴う

人身被害の恐れ  
・箱わなに対する慣

れによる捕獲数の

減少  

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・毎年作付け場所が変更

になる集団転作大豆の

被害防除対策の限界  
 

対 策  
 
 
 
 
 
 
 
 

・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・銃器のよる追い上げ及

び捕獲の継続実施  
・個体数削減のための箱

わなの設置  
・定期被害パトロールの

実施  

・隣接している群れ

の動きを検証しな

がら群れの全頭捕

獲を図る  
・人馴れした群れ外

オスの捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

 
 
 
 
 
 

・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の奨励  
・対策の効果についての

定期的な検証  

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発

奥新川 B1 群  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び識別捕獲の実

施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  

・下流域へ遊動域を

拡大しつつある  
・人馴れした群れ外

オスによる生活被

害の発生  
・農地への依存が危

惧される  
・箱わなによる群れ

外オス捕獲の実施

・生息頭数及び遊動

域調査  
・電波発信機の設置

 1 基  
・加害個体の捕獲  
 0 頭  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

拡大  
・自主防除への関心の低

下 (あきらめ意識が高
い )  

・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・下流域への断続的

な進出  
・群れ外オスの人馴

れが進み，生活被

害の発生が危惧さ

れる  
・箱わなに対する慣

れによる捕獲数の

減少  
・継続した追い上げ

体制の確保が困難

 

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・観光客等による餌付け，

ゴミのポイ捨て  

対 策  ・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・箱わなによる対象個体

の識別捕獲  
・定期被害パトロールの

実施  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対策の効果についての

定期的な検証  

・加害個体の捕獲  
・人馴れした個体及

び群れ外オスの識

別捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・県主導による追い

上げの実施  

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

・県と連携した追い

上げの実施の検討

・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

奥新川 B2 群  
 

現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び識別捕獲の実

施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  

・下流域へ遊動域を

拡大しつつある  
・遊動域内の同一地

域への長期滞在化

・農地への依存が危

惧される  
・人馴れした群れ外

オスによる生活被

害の発生  
・箱わなによる群れ

外オス捕獲の実施

・生息頭数及び遊動

域調査  
・電波発信機設置  
 1 基  
・加害個体の捕獲  
 0 頭  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

拡大  
・自主防除への関心の低

下 (あきらめ意識が高
い )  

・狩猟用ベスト，銃器，

パトロール車両への過

敏な反応により，群れ

に近づくことが難しく

なってきた  
・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・遊動域の拡大及び

下流域への進出の

恒常化  
・群れ外オスの人馴

れが進み，生活被

害の発生が危惧さ

れる  
・特定地域に長期に

滞在し被害を大き

くしている  
・箱わなに対する慣

れによる捕獲数の

減少  

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・観光客等による餌付け，

ゴミのポイ捨て  

対 策  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・銃器による追い上げ (大
規模・小規模 )及び捕獲
の継続実施  

・個体数削減のための箱

わなの設置  
・定期被害パトロールの

実施  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対策の効果についての

定期的な検証  

・加害個体の捕獲  
・人馴れした個体及

び群れ外オスの識

別捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・県主導による追い

上げの実施  
・県と連携した追い

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

上げの実施の検討

・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

秋保大滝Ａ群  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び捕獲の実施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  
・ 電 気 柵 の 設 置 ( 累 計

13,900 ㎡：秋保大滝 B
群と共通 ) 

・遊動域内の同一地

域への長期滞在化

・農地への依存が高

く，人馴れが進み

生活被害も継続し

て発生  
・箱わなによる多頭

捕獲の通年実施  
・生息頭数及び遊動

域調査  
・電波発信機の設置

 5 基  
・加害個体の捕獲  
 15 頭  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

恒常化  
・自主防除への関心の低

下 (あきらめ意識が高
い )  

・狩猟用ベスト，銃器，

パトロール車両への過

敏な反応により，群れ

に近づくことが難しく

なってきた  
・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・奥山の群れの存在

による追い上げの

限界  
・警戒心が強くなり，

追い上げ・捕獲の

障害となる断崖や

急流へ避難する傾

向にあり対応に苦

慮  
・特定地域での生活

被害の増大に伴う

人身被害の恐れ  
・箱わなに対する慣

れによる捕獲数の

減少  
・隣接町への群れの

進出  

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・毎年作付け場所が変更

になる集団転作大豆の

被害防除対策の限界  
・観光客等による餌付け，

ゴミのポイ捨て  

対 策  ・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・銃器による追い上げ (大
規模・小規模 )及び捕獲
の継続実施  

・個体数削減のための箱

わなの設置  
・定期被害パトロールの

実施  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対策の効果についての

定期的な検証  

・加害個体の多頭捕

獲  
・人馴れした群れ外

オスの捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

秋保大滝Ｂ群  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び識別捕獲の実

施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  
・電気柵の設置  

(累計 13,900 ㎡：秋保
大滝 A 群と共通) 

・個体数減少による

遊動域の縮小  
・遊動域内の同一地

域への長期滞在化

・農地への依存が高

く，人馴れが進み

生活被害も継続し

て発生  
・箱わなによる多頭

捕獲の通年実施  
・生息頭数及び遊動

域調査  
・電波発信機設置  
 5 基  
・加害個体の捕獲  
 10 頭  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・柿もぎボランティア事

業の実施  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

恒常化  
・自主防除への関心の低

下 (あきらめ意識が高
い )  

・狩猟用ベスト，銃器，

パトロール車両への過

敏な反応により，群れ

に近づくことが難しく

なってきた  
・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・奥山の群れの存在

による追い上げの

限界  
・警戒心が強くなり，

追い上げ・捕獲の

障害となる断崖や

急流へ避難する傾

向にあり対応に苦

慮  
・特定地域での生活

被害の増大に伴う

人身被害の恐れ  
・箱わなに対する慣

れによる捕獲数の

減少  

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・毎年作付け場所が変更

になる集団転作大豆の

被害防除対策の限界  
・観光客等による餌付け，

ゴミのポイ捨て  

対 策  ・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・銃器による追い上げ (大
規模・小規模 )及び捕獲
の継続実施  

・個体数削減のための箱

わなの設置  
・定期被害パトロールの

実施  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対策の効果についての

定期的な検証  
 
 

・隣接している群れ

の動きを検証しな

がら群れの全頭捕

獲を検討  
・人馴れした群れ外

オスの捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

 
 

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

定義の群れ  現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び識別捕獲の実

施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  
・電気柵の設置  

(累計 2,000 ㎡ ) 

・下流地域へ遊動域

を拡大しつつある

・人馴れした群れ外

オスによる生活被

害が発生  
・生息頭数及び遊動

域調査  
・電波発信機設置  
 2 基  
・加害個体の捕獲  
 1 頭  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

恒常化  
・自主防除への関心の低

下 (あきらめ意識が高
い )  

・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・下流域への断続的

な進出  
・群れ外オスの人馴

れが進み，生活被

害が継続して発生

・特定地域での生活

被害の増大に伴う

人身被害の恐れ  
・継続した追い上げ

体制の確保が困難

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・観光客等による餌付け，

ゴミのポイ捨て  

対 策  ・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対象個体捕獲のための

箱わなの設置  
・定期被害パトロールの

実施  
・対策の効果についての

定期的な検証  

・加害個体の捕獲  
・人馴れした個体及

び群れ外オスの識

別捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・県主導による追い

上げの実施  
・県と連携した追い

上げの実施の検討

・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発

二口の群れ  現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び識別捕獲の実

施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  

・遊動域の縮小によ

る下流域での被害

の減少  
・人馴れした群れ外

オスによる生活被

害が発生  
・生息頭数及び遊動

域調査  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  

・電波発信機の設置

 1 基  
・加害個体の捕獲  
 1 頭  

・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

恒常化  
・自主防除への関心の低

下 (あきらめ意識が高
い )  

・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・下流域への断続的

な進出  
・特定地域での生活

被害の増大に伴う

人身被害の恐れ  
・継続した追い上げ

体制の確保が困難

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・観光客等による餌付け，

ゴミのポイ捨て  
対 策  ・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対象個体捕獲のための

箱わなの設置  
・定期被害パトロールの

実施  
・対策の効果についての

定期的な検証  

・加害個体の捕獲  
・人馴れした個体及

び群れ外オスの識

別捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・県主導による追い

上げの実施  
・県と連携した追い

上げの実施の検討

・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発

高倉山の群れ 現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び識別捕獲の実

施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  

・下流域へ遊動域を

拡大しつつある  
・群れとしての個体

数が限界に近い状

態と推測され，群

れの分裂の恐れが

ある  
・農地への依存が危

惧される  
・生息頭数及び遊動

域調査  
・箱わなによる群れ

外オス捕獲の実施

・電波発信機設置  
 3 基  
・加害個体の捕獲  
 4 頭  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・柿もぎボランティア事

業の実施  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

恒常化  
・自主防除への関心の低

・遊動域の拡大及び

下流域への進出の

恒常化  

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

下 (あきらめ意識が高
い )  

・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・特定地域での生活

被害の増大に伴う

人身被害の恐れ  
・個体数の増加に伴

う群れの分裂の恐

れ  
・箱わなに対する慣

れによる捕獲数の

減少  
・継続した追い上げ

体制の確保が困難

・生活ゴミの管理の不徹

底  
・毎年作付け場所が変更

になる集団転作大豆の

被害防除対策の限界  
・観光客等による餌付け，

ゴミのポイ捨て  

対 策  ・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対象個体捕獲のための

箱わなの設置  
・定期被害パトロールの

実施  
・対策の効果についての

定期的な検証  

・加害個体の捕獲  
・人馴れした群れ外

オスの捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・県主導による追い

上げの実施  
・県と連携した追い

上げの実施の検討

・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発

関山峠の群れ 現 状  ・群れの位置情報収集及

びインターネットでの

情報提供  
・銃器による群れの追い

上げ及び識別捕獲の実

施  
・定期被害パトロールに

よる群れの出没抑制  
・市民の自主的な追い払

い及び防除対策実施へ

の支援  

・遊動域の縮小によ

る下流域での被害

の減少  
・人馴れした群れ外

オスによる生活被

害が発生  
・生息頭数及び遊動

域調査  
・電波発信機の設置

 2 基  
・加害個体の捕獲  
 0 頭  

・餌付け禁止看板の設置

・餌付け自粛チラシの配

置  
・農家向け広報誌や町内

会回覧 (チラシ )等によ
る，廃棄・取り残し農

作物及び生活ごみの管

理徹底のＰＲ  
・電気柵設置の推奨及び

補助制度の紹介  
・市ＨＰ等による被害防

除対策等の周知，啓発

問題点  ・被害農地，被害地域の

恒常化  
・自主防除への関心の低

下 (あきらめ意識が高
い )  

・ロケット花火や強力連

発花火への慣れ  

・下流域への断続的

な進出  
・特定地域での生活

被害の増大に伴う

人身被害の恐れ  
・群れ外オスの人馴

れが進み，生活被

害が継続して発生

・継続した追い上げ

・耕作放棄地の増加  
・未収獲野菜・果樹の放

置  
・生活ゴミの管理の不徹

底  
・観光客等による餌付け，

ゴミのポイ捨て  
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

体制の確保が困難

対 策  ・定期的な群れの位置情

報の収集及び提供  
・位置情報の活用促進  
・地域自主防除体制への

支援  
・電気柵設置の推奨  
・対象個体捕獲のための

箱わなの設置  
・定期被害パトロールの

実施  
・対策の効果についての

定期的な検証  

・加害個体の捕獲  
・人馴れした個体及

び群れ外オスの識

別捕獲  
・電波発信機の増設

及び更新  
・モニタリング調査

の適宜実施及び調

査結果のフィード

バック  
・広域的な視点での

隣接群との関係の

検証  
・県主導による追い

上げの実施  
・県と連携した追い

上げの実施の検討

・捕獲目標：市内の

ＷＦ5 群，群れ外
オス等で 100 頭  

・誘引要因除去の指導及

び啓発(廃棄野菜・未収
獲果樹の適正管理，生

活ゴミの管理の徹底) 
・河川周辺並びに出没頻

度の高い地域周辺での

果樹系樹木管理の指導

及び啓発  
・餌付け自粛看板の設置

・被害を受けにくい農作

物への作付誘導や栽培

管理の指導  
・農地周辺や里山の森林

管理に係る助言や啓発

  『ハナレザル対策』  
市街地に出没するなど「非常に人馴れが進んだ」サルで，人的被害の恐れがある場合は，可能な限

り捕獲に努める。（市街地での捕獲は，法定猟具を使用することが困難なため，捕獲従事者の安全確保

に十分配慮し慎重に実施する。）  
 
 ○ 白石市 

長期目標：人とサルがお互いに一定の距離を保ち，両者が緊張関係を維持した良好な関係を構築する。  
中期目標：良好な関係に戻すため追い上げを徹底し，必要最小限の捕獲等を含めた総合的な対策を検

討し実施する。  
短期目標：追い上げ方法を確立するとともに，人馴れの進んだ群れや群れ外オスの捕獲等により農作

物の効果的な被害軽減，解消対策を実施する。  
『群れへの対策』  

群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

戸沢の群れ  現 状  ・電気柵，防護柵(ネット
等 )の設置  

・ロケット花火，パチン

コ等による追い払い  

・加害個体捕獲  
  20 頭  

・テレメトリー調査  
・GIS 利用棲息地マップ
作成  

・発信機装着  
問題点  ・防除対策地以外への被

害拡大及び防除費用の

増大  

・人馴れが進み人身

被害の恐れ  
・農地隣接地の荒廃が進

み農地への侵入が容易

になっている  
・遊動域の拡大  

対 策  ・電気柵，防護柵 (ネッ
ト・サウンドパンチャ

ー等 )の設置  
・追い上げの実施  
・ロケット花火等の配布

・人馴れが極度に進

んだ群れ，群れ外

オスの捕獲 20 頭
程度  

・遊動域の把握  

・植林地の下刈り及び荒

れ地の除草・樹木の伐

採  
・追い上げの実施  
・広葉樹林の育成  
・テレメトリー調査  

猿鼻の群れ  現 状  ・電気柵，防護柵（ネッ

ト等）の設置  
・ロケット花火，猟友会

・加害個体捕獲  
  7 頭  

・テレメトリー調査  
・GIS 利用棲息地マップ
作成  
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

員による追い上げ  ・発信機装着  
問題点  ・防除対策地以外への被

害拡大及び防除費用の

増大  

・人馴れが進み人身

被害の恐れ  
・小原地区から川原

子，越河，斎川，

大平地区に侵出し

ているが，詳細は

不明で，更に東方

向に進出し被害が

拡大する恐れがあ

る。  

・農地隣接地の荒廃が進

み農地への進入が容易

になっている  
・遊動域の拡大  

対 策  ・電気柵，防護柵 (ネッ
ト・サウンドパンチャ

ー等 )の設置  
・追い上げの実施  

・人馴れが極度に進

んだ群れ，群れ外

オスの捕獲 20 頭
程度  

・遊動域の把握  

・植林地の下刈り及び荒

れ地の除草・樹木の伐

採  
・追い上げの実施  
・広葉樹林の育成  
・テレメトリー調査  

江志前の群れ  現 状  ・電気柵，防護柵（ネッ

ト等）の設置  
・ロケット花火，猟友会

員による追い上げ  

・加害個体捕獲  
  3 頭  

・テレメトリー調査  
・GIS 利用棲息地マップ
作成  

・発信機装着  
問題点  ・防除対策地以外への被

害拡大及び防除費用の

増大  

・人馴れが進み人身

被害の恐れ  
・今後，被害範囲が

拡大する恐れがあ

る。  
 

・農地隣接地の荒廃が進

み農地への進入が容易

になっている  
・遊動域の拡大  

対 策  ・電気柵，防護柵 (ネッ
ト・サウンドパンチャ

ー等 )の設置  
・追い上げの実施  
・ロケット花火等の配布

・人馴れが極度に進

んだ群れ，群れ外

オスの捕獲 20 頭
程度  

・遊動域の把握  

・植林地の下刈り及び荒

れ地の除草・樹木の伐

採  
・追い上げの実施  
・広葉樹林の育成  
・テレメトリー調査  

 
 ○ 大崎市 

長期目標：「鳴瀬右岸群」に対する評価は，第二期宮城県ニホンザル保護管理計画の中に明記されてい

るとおり，最低評価の「ＷＦ」であり，「どのような対策を講じても効果はなく，追い上げ

すら出来ず，捕獲以外の対策が考えられなくなった状態」の群れである。したがって，本

市では全頭捕獲若しくは多頭捕獲の実施に向けた対策を図ることとする。  
中期目標：山林と農地の間の雑木，藪，雑草等は，サルに隠れる場所を提供し農地への出没を容易に

してしまうため，定期的な刈り払い等を行い，サルが農地に近づきがたい環境をつくり，

遊動域の縮小化を図るなど，長期目標の達成に向けた取り組みを行う。  
短期目標：農地周辺や人家周辺など，人の生活圏をサルに餌場として認識させないよう誘因要因の除

去に努めるものとする。例えば，農地の野菜や果実の取り残しや，廃棄果実の放置につい

ては，一つ残らず収穫するか，廃果を埋めるなどの対策をとるように農家等に対して注意

喚起を行い，その徹底を促す。また，人家周辺については，屋外への生ゴミ放置の禁止や，

庭先の果実の全収穫など，食糧管理の周知の徹底化を図る。さらには，個体数調整を目的

とした捕獲許可を受け，箱わな及び銃器により捕獲を継続的に行うものとする。実施した

対策の効果については，専門家によるモニタリング調査等で把握することが必要である場

合には，専門機関等の指導を受け，実施に向けた取り組みを検討し効果的な対策が行える

ようにする。  
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 『群れへの対策』  
群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

鳴瀬右岸群  現 状  ・追い払い  
・パトロール  
・電気柵，漁網柵  

・加害個体の捕獲  
松山地域 3 頭  
鹿島台地域 0 頭  

・被害地域へのサル害対

策広報活動の実施  
・遊動域外の出没時の情

報提供  
・食糧管理徹底化の注意

喚起  
問題点  ・追い払いの有効な方法

が確立できない  
・追い上げができる奥山

がないため抜本的な対

策とならない  

・人馴れによる高齢

者，女性，子ども

などに対する威嚇

・銃器使用が困難な

住宅街付近におけ

る対処方法  
・個体群分裂の危険

性  

・元々サルが生息してい

た記録のない地域であ

り，生息スペースの少

ない丘陵地の里山に出

没しているため，頻繁

に被害を被っている  

対 策  ・ロケット花火，爆竹の

無償配布  
・保護管理計画に基

づく箱わな及び銃

器での捕獲  

・被害地域へのサル害対

策広報活動の継続的な

実施  
・誘引要因の除去の継続

的な注意喚起  
・植林地の間伐や下草の

刈り払いの喚起  
 
 ○ 七ヶ宿町 

長期目標：本来の生息域への誘導を図るため，短期・中期目標に掲げる施策を継続して実施し，人と

サルとが互いに一定の距離を保ち，緊張関係を維持できる状況を構築する。  
中期目標：短期目標に掲げる施策を引き続き実施する。また，生息環境対策として針葉樹林の間伐や

長伐期施業・広葉樹への樹種転換等の森林施業を推進し，サルの生息環境に適した多様な

自然植生の構築を図る。  
短期目標：農作物被害を軽減，解消するため，追い払いパトロールによる追い払い及び加害個体の捕

獲を重点的に実施するほか，電気柵設置を推進し電気柵施設の管理徹底を指導し被害軽減

を図る。  
『群れへの対策』  

群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

Ａ，Ｂ，Ｃ，

Ｄ，Ｅ，Ｆ，

Ｇ群  

現 状  ・群れの個体数及び遊動

域把握  
・捕獲隊によるパトロー

ルの実施（6 月から 11
月）  

・銃器による追い払い，

捕獲の実施  
・電気柵の貸付  
・防除施設への助成  

・加害個体の捕獲  
24 頭  

・個体数及び遊動域

の調査  
 

・放棄，取り残し農作物

の除去及び寺院神社等

のお供え物の持ち帰り

指導  

問題点  ・自主防除の低下，行政

への依存  
・電気柵等の防除施設の

管理不足  
・有害捕獲隊の人材不足

・生息域の拡大  
・離れオスサルによ

る被害  

・耕作放棄地の増加  
・未収穫野菜等の放置  
・生息域が奥山から里地

に移って里地で生まれ

育ったサルによる被害

対 策  ・地域自主防除体制構築

への支援  
・電波発信機の電波情報

・加害個体の捕獲の

実施 (約 150 頭 ) 
・電波発信機の装着

・誘因要因除去の指導及

び啓発（廃棄野菜・未

収穫果樹の適正管理，
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

を活用し，銃器及び花

火を使用した効果的な

追い上げ，捕獲の実施

・電気柵設置の普及拡大

・防除施設への助成  
 

・個体数及び遊動域

の調査  
ゴミ管理の徹底）  

・被害を受けにくい農作

物の作付誘導や栽培管

理の指導  
・農地周辺の里山管理の

啓発や助言  
 
 ○ 川崎町 

長期目標：本来の生息地である地域の森林保全及び整備を図り，多様な自然植生の回復や維持に努め，

人とサルとが一定の距離を保ち，緊張関係を維持できる状況を構築する。  
中期目標：追い上げ等を継続して実施することで後背地に誘導し，ハナレザルについては，人慣れや

農地への誘導を助長するため，捕獲等の対策を講ずる。  
短期目標：現在の遊動域及び個体数を再確認し，遊動域を拡大しないように追い払いパトロールによ

る追い上げ，追い払いを行い，農作物に被害が発生している地域については，被害を軽減，

解消するため加害個体の捕獲を重点的に実施する。  
『群れへの対策』  

群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

笹谷峠の群れ  現 状  ・ネット  
・ロケット花火  
・追い払いパトロール  

・個体数確認  
・加害個体捕獲  
 1 頭  

・放棄，取り残し農作物

の除去指導  

問題点  ・植林地の適正な管理が

行われないため農地へ

の進出が容易  

・個体数の確認及び

識別が必要  
・誘導域が拡大  

・生息地の森林の荒廃が

進み，遊動域が下流域

に拡大  
対 策  ・里山の整備及び天然林

の保全  
・電気柵設置補助  
・5 月～11 月に追い払い
パトロール(捕獲含む) 
の実施  

・加害個体の捕獲  
 30 頭目標  

・本来の生息地への追い

上げの実施  
・間伐等森林の整備及び

長伐期化の推進  

太郎川の群れ  現 状  ・ネット  
・ロケット花火  
・追い払いパトロール  
・電気柵設置  

・個体数確認  
・加害個体捕獲  
 19 頭  

・放棄，取り残し農作物

の除去指導  

問題点  ・植林地の適正な管理が

行われないため農地へ

の進出が容易  

・個体数の確認及び

識別が必要  
・誘導域が拡大  

・生息地の森林の荒廃が

進み，遊動域が下流域

に拡大  
対 策  ・里山の整備及び天然林

の保全  
・電気柵設置補助  
・5 月～11 月に追い払い
パトロール (捕獲含む )
の実施  

・加害個体の捕獲  
 10 頭目標  

・本来の生息地への追い

上げの実施  
・間伐等森林の整備及び

長伐化の推進  

(仮称 )中内野
の群れ (秋保
大滝 A 群 ) 

現 状  ・ネット  
・ロケット花火  
・追い払いパトロール  

・個体数確認  
・加害個体捕獲  
 1 頭  

・放棄，取り残し農作物

の除去指導  

問題点  ・植林地の適正な管理が

行われないため農地へ

の進出が容易  

・個体数の確認及び

識別が必要  
・誘導域が拡大  

・生息地の森林の荒廃が

進み，遊動域が拡大  

対 策  ・里山の整備及び天然林

の保全  
・電気柵設置補助  

・加害個体の捕獲  
 10 頭目標  

・本来の生息地への追い

上げの実施  
・間伐等森林の整備及び
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群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

・5 月～11 月に追い払い
パトロール(捕獲含む) 
の実施  

長伐期化の推進  

 

 ○ 丸森町 

長期目標：人とサルが互いの生活領域を守る，一定の緊張関係を維持することができる対策を講じる。  
中期目標：長期目標に繋がる対策として，必要最小限の捕獲等を含めた追い上げを徹底して行う。サ

ルが棲みやすい自然環境の保全に努める。  
短期目標：追い上げをする群れを選定し，効果的な追い上げをするとともに，人慣れの進んだ群れや

群れ外オスの捕獲等により，農作物の被害軽減を図る。  
『群れへの対策』  

群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

耕野の群れ  現 状  ・電気柵，防護ネット等

の設置  
・花火等での追い払い  
・捕獲の実施  

・発信機を備え行動

範囲等を把握する

準備が整った。  

・追い上げの実施  

問題点  ・被害農地の拡大  
・防除費用の増大  

・群れの数や行動範

囲についてよく把

握できていない  

・農地等の荒廃が進み，

進入等が容易  
・遊動域の拡大  

対 策  ・電気柵，防護ネット等

の設置に対する補助  
・追い払いの徹底  

・生息調査の準備が

整ったため行動範

囲等の把握に努め

る  

・植林地の下刈り及び荒

廃地の除草  
・追い上げの実施  
・モニタリング調査  

(原町個体群 ) 
青葉の群れ 1 
青葉の群れ 2 

現 状  ・電気柵，防護ネット等

の設置  
・花火等での追い払い  
・捕獲の実施  

・発信機を備え行動

範囲等を把握する

準備が整った。  

・追い上げの実施  

問題点  ・被害農地の拡大  
・防除費用の増大  

・群れの数や行動範

囲についてよく把

握できていない  

・農地等の荒廃が進み，

進入等が容易  
・遊動域の拡大  

対 策  ・電気柵，防護ネット等

の設置に対する補助  
・追い払いの徹底  

・生息調査の準備が

整ったため行動範

囲等の把握に努め

る  

・植林地の下刈り及び荒

廃地の除草  
・追い上げの実施  
・モニタリング調査  

(原町個体群 ) 
不明群（大内

東部の群れ）  

現 状  ・電気柵，防護ネット等

の設置  
・花火等での追い払い  
・捕獲の実施  
 

・発信機未装着につ

き遊動域等が把握

されていない。  

・追い上げの実施  

問題点  ・被害農地の拡大  
・防除費用の増大  

・群れの数や行動範

囲についてよく把

握できていない  

・農地等の荒廃が進み，

進入等が容易  
・遊動域の拡大  

対 策  ・電気柵，防護ネット等

の設置に対する補助  
・追い払いの徹底  

・個体の捕獲を行い

専門家による個体

の識別と行動範囲

の把握  

・植林地の下刈り及び荒

廃地の除草  
・追い上げの実施  
・モニタリング調査  

 
 ○ 加美町 

長期目標：人とサルとが互いに一定の距離を保ち，サルは農作物を求めてむやみに人里に下りてくる

ことがなく，また，人に跳びかかったり，噛みついたり，威嚇したり，家屋に侵入すると

いった直接，間接の危害を加えることもせず，人にとってサルは，山へ分け入らなければ
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簡単に見ることのできない存在として，両者が一定の緊張関係を維持している状況を構築

する。  
中期目標：加美町に生息する群れは，追い上げが可能な群れであるため，小野田の群れについては，

奥羽山脈の主稜方向に，宮崎の群れについては二ツ石ダム上流に戻すために森林の回復及

び自然植生の保全も併せて図りつつ，追い上げを徹底，継続的に実施する。  
     なお，農作物への被害を頻繁に引き起こし，人慣れも極めて進んでいる群れと群れ外オス

に対しては，必要最小限の捕獲等を含めた対策も検討し実施する。  
短期目標：当面する農作物等被害を軽減するため，追い上げる群れは宮崎の群れとし，効果を科学的

に検証しながら，最も効果的と考えられる追い上げ方法を関係機関等とともに検討し確立

して中期目標の達成を目指す。  
     また，甚大な農作物や生活被害を起こし，人慣れも極度に進んだ群れや群れ外オスに対し

て，適切な社会的合意の下で，捕獲を含めた効果的な被害軽減，解消対策を講ずる。  
 『群れの特徴』  

群れの名称 区分 被害対策 個体群管理 生息環境管理等 

小野田Ａ群  
小野田Ｂ群  

現 状  ・人による追い払い  
・銃器による威嚇  
・花火による追払い  

 ・加害個体の捕獲

  0 頭  
・被害防除チラシを被害

対象地域の全戸に配布

・放置作物，屋外の生ゴ

ミ等の処理の指導  
問題点  ・これまでは，人のいな

い時に軒先から干し柿

等を持って行く程度で

あったが，最近，人家

近くの畑においての農

作物被害が見られるよ

うになった  

・人慣れが進み民家

に侵入するものも

あり，人への危害

を懸念  
・農作物被害の拡大

・山林地帯のため，畑地

への侵入や退去が容易

・ハナレザルの遊動域が

下流域に拡大  

対 策  ・農家による追い払い実

施の指導  
・有効な防除対策の検討

・音花火の配布  
・防護ネット設置の指導

・電波発信機の装着  

・県と連携し，猟友

会に呼びかけ，個

体識別した捕獲の

実施及び検証を行

う  

・追払い・追い上げの実

施  
・未収穫野菜，果実等誘

引要因の除去  
・農地周辺の適正管理  
  

宮崎の群れ  現 状  ・防護ネットの設置  
 (原木の覆い) 
・人による追い払い  
・音花火等による追い払

い  
・銃器による威嚇  

・加害個体の捕獲  
 0 頭  

・被害防除チラシを被害

対象地域の全戸に配布

・サルの餌となるような

物の排除(供物，収穫し
ない果樹，放置野菜，

屋外生ゴミ) 
問題点  ・被害 (シイタケ )地域が

山林や居久根地帯のた

め追い払い効果が無い

・出没回数の増加により

畑での被害が拡大  
・防護ネットが効果無く

有効な対策が無い (子
ザルが進入 ) 

・民家の軒先に現れ

るなど人慣れが進

んでおり，また，

一度に多数頭で現

れるため農作物被

害の拡大や人的被

害が懸念される  
・ハナレザルの被害

も増えている  

・山林地帯のため，栽培

地帯への進入や退去が

容易  
・農地周辺に山林や河川

の立木があるため進入

が容易  
・ハナレザルの遊動域が

下流域に拡大  

対 策  ・追い払いの実施  
・有効な防除対策の検討

・音花火の配布  
・銃器による威嚇  
・防護ネット設置の指導

・電波発信機の装着  

・県と連携し，猟友

会に呼びかけ，個

体識別した捕獲の

実施及び検証を行

う  

・追払い・追い上げの実

施  
・未収穫野菜，果樹等誘

引要因の除去  
・農地周辺の適正管理  
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 ○ 県実施分 

 実施事業の内容及び実施方法 備     考 

被

害

防

除

対

策 

①  市町村鳥獣被害防止計画策定に対する支援 
｢鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置

に関する法律｣ に基づく市町村鳥獣被害防止計画の策定を支援

する。 

②  技術指導・支援 
 ア 農作物被害防除の技術指導・支援 

・鳥獣害防止総合対策事業等により農作物被害防止施設の整備や

被害防止体制の確立を図る。  
・野生動物対策専門技術者養成研修等の受講により専門技術者の

育成を図る。  
 イ 林産物被害防除の技術指導・支援 

・林床等の屋外で栽培される特用林産物の被害防除について，被

害防除技術の指導を実施する。  
 ウ 先進的な農林作物被害防除の技術指導・支援 

・長期的視野に立った先進的な農作物及び林産物被害防除対策や

農地管理技術の情報収集を行い，計画区域市町に対し技術指

導・支援を行う。  
③  電波発信機の装着  
・里地に出没する比較的評価の低い群れを対象に監視体制強化の

ため電波発信機 10 機を装着し，計画区域市町の被害防除対策
の支援を行う。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環境省関係平成 20 年度第二
次補正予算（翌債承認済）  

個

体

群

管

理 

①  群れの再評価等 
・モニタリングの結果に基づき既存の群れ及び新たに定着等した

群れについて評価を行う。 

②  個体識別した捕獲の実施及び検証 
・評価レベルがＡ～Ｄ程度で比較的評価の高い群れに対して，専

門家等による助言・指導の下，群れの評価を悪化させる有害な

個体を識別した捕獲を実施すると共に，必要最小限な捕獲によ

る最大の効果を得るための実施時期，方法，捕獲数について検

証を行う。  
・実施する際は，実施予定市町担当者，猟友会に呼びかけ，技術

の普及を図る。  

【対象群】  
対象となる群れを２～３

群選定し集中的に実施する。

 

 

 

 

 

 

生

息

環

境

管

理 

 

 

 

 

 

 

① 技術指導・支援 

・野生生物の生息・生育環境に配慮した市町村森林整備計画の策

定及び農地周辺の森林 (民有林 )の管理の相談 (国庫補助事業の活
用も含む )について，地域の実情に沿った助言・指導を行う。  

② 県有林の適正な管理 

・生息地の一部でもある県有林について，間伐，下刈り等適切な

管理を実施して多様な自然植生の維持を図る。  
③ モニタリング調査 

 ア 生息状況調査 

・現地調査及び地元住民，市町等の関係者からの聞き取り等によ

り，保護管理計画区域の群れの遊動域の変化，群れの個体数，

群れの社会構造，人馴れの程度について，状況を把握する。  
・群れ外オス（通称ハナレザル，オスグループ含む）についても，

県全体の出没状況を市町村等からの情報収集により把握する。
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 実施事業の内容及び実施方法 備     考 

生

息

環

境

管

理 

イ 被害状況調査 

・行政資料及び現地調査により，発生地域・農作物被害・生活被

害・被害時期等について整理し，「追い上げ」，「個体識別捕獲」

及び各種被害防除対策の問題点や効果について検証する。  
ウ 捕獲状況調査 

・行政資料及び現地調査により，捕獲個体の分析（群れか群れ外

オスかの区別，捕獲地点，年齢，性別，成・幼獣等）し，捕獲

状況を把握する。  
・捕獲後の群れの状態について調査し，その効果を検証して農林

作物被害防除に最も効果的な捕獲のあり方について解明する。

 エ 生息環境調査 

・県全体の土地利用の変化や自然災害（大雨，大雪等）による影

響，樹木の結実の状況等を森林管理署等の協力を得て調査し，

生息環境の変化が群れに与える影響を把握する。  

 

保

護

対

策 

① 「追い上げ」の実施及び検討 

・評価レベルがＡ～Ｄ程度で比較的評価の高い群れの中から対象

となる群れを２～３群選定し，集中的に「追い上げ」を実施す

ると共に，サル追い犬等の活用方法について検討する。  
・実施の際は，実施予定市町担当者，猟友会，地域住民，農業関

係団体等に参加を呼びかけ，その技術の普及を図る。  

【対象群】  
 後背地 (上流域 )に他の群れ
が存在せず，かつ，下流域へ

その遊動域を拡大させよう

としている群れを選定。  

関

連

す

る

対

策

等 

① 市町実施計画書作成への支援 

・保護管理計画区域市町が実施計画書を作成する際に，農業協同

組合，猟友会支部等と連携し，市町間の調整や，助言・指導を

行う。  
③   隣接県との連携 
・関係隣接県（山形・福島県）と生息状況（遊動域の状況），農林

作物被害状況，捕獲状況，各種保護管理対策について情報交換

を行い，保護管理事業の効果的な実施に向けて連携を図る。  
・環境省による特定鳥獣広域保護管理指針策定協議会 (本県，福島
県，山形県及び新潟県)への参加をとおし関係機関との連携を図
る。  

④   普及啓発，広報活動 
・保護管理計画に基づく保護管理事業は，幅広い関係者の理解と

協力が必要なことから，実施状況についてホームページ等を通

じ公表するほか，保護管理計画の趣旨やサルに利用されにくい

農地・集落管理についても，リーフレット，各種自然保護及び

鳥獣被害対策関連行事を通じ普及啓発を図る。  
④ 会議の開催 

保護管理事業及び保護管理計画の見直しの検討等を行うため，次

の会議を開催する。  
 ア 特定鳥獣保護管理計画検討・評価委員会ニホンザル部会 

・保護管理計画の内容及び実行状況についての分析・評価等  
イ 特定鳥獣保護管理計画検討・評価委員会 

・保護管理計画の作成，実行方法等についての検討，関係者の合

意形成  

 

 


